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　同窓会にとって名簿は命とも言えます。ぜひ、
ご協力をお願いいたします。 
　個人情報の取り扱いについてはあらかじめ定
めた利用目的の範囲内で必要な限りにおいて利
用します。また、法令に定められ
ている場合を除き、同窓生の皆様
の同意を得ることなく、個人情報
の第三者提供を行いません。

住 所 を お 知 ら せ く だ さ い

携帯からもアクセスできます▶

　
平
成
22
年
に
同
窓
生
の
子
女
並
び
に
兄
弟
の
入
学
金
免
除
制
度
が
発
足
し
て
か
ら
毎

年
50
人
前
後
の
対
象
者
が
入
学
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
同
窓
会
は
お
孫
さ
ん
に
も
対
象
の
拡
大
を
要
請
し
、
平
成
29
年
度
入
学
生
募

集
か
ら
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
道
内
他
大
学
で
も
こ
の
取
り
組
み
は
少
な
く
特
化
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
多
く
の
優
れ
た
人
材
が
母
校
で
そ
の
才
能
や
個
性
、
能
力
を
大
い
に
発
揮
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
切
望
し
て
い
ま
す
。

　
先
ず
は
、
多
く
の
大
学
の
中
か
ら
母
校
を
選
択
肢
に
加
え
、

お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
母
校
を

訪
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
際
に
は
、
子
女
、
兄
弟
、

孫
で
あ
る
事
を
申
告
し
大
学
と
相
談
を
し
て
下
さ
い
。

　
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　「
今
後
も
同
窓
会
は
大
学
と
共
に
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。」

〈
手
続
き
の
流
れ
〉

　
入
学
金
は
通
常
通
り
一
旦
納
入
、
入
学
後
4
月
か
ら
学
生
生
活
支

援
オ
フ
ィ
ス
に
て
申
請
書
の
提
出
を
受
付
け
、後
日
返
納
さ
れ
ま
す
。

㊟
　 

全
て
自
己
申
告
で
す
。忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　
本
学
と
北
海
道
は
、平
成
29
年
5
月
30
日
（
火
）

に
包
括
的
な
連
携
の
も
と
相
互
に
協
力
し
、
北
海

道
の
ス
ポ
ー
ツ
及
び
教
育
文
化
の
振
興
や
人
材

育
成
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
本
学
は
、
こ
れ
ま
で
も
道
が
設
置
す
る
委
員

会
等
に
数
多
く
参
画
し
て
お
り
、
こ
れ
を
機
に
、

今
後
は
北
海
道
と
の
連
携
を
よ
り
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
調
印
式
で
は
、
高
橋
は
る
み
知
事
は
「
北
翔
大

学
の
知
見
や
教
育
資
源
な
ど
を
北
海
道
の
発
展
・
活
性
化
に
活
か
し
た
い
。」
と
述

べ
ら
れ
、
西
村
学
長
か
ら
は
「
本
学
の
特
色
あ
る
教
育
を
北
海
道
の
様
々
な
地
域
に

還
元
し
、
実
績
の
あ
る
協
定
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

北翔大学　学びの紹介

あ
な
た
の
お
孫
さ
ん
の

入
学
金
が
免
除
に

●入学金
北翔大学
北翔大学短期大学部
編入学
大学院

310,000円→0円
230,000円→0円
240,000円→0円
200,000円→0円

●同窓会費
40,000円→20,000円

連携・協働の取組

●スポーツ教室などの地域でのスポーツの普及啓発活動
●道が行う未来人財の育成への協力

●コンサートなどの地域における音楽文化の普及啓発活動
●思春期・青年期の子育て支援
●アートカードを用いた美術鑑賞の普及

●北海道におけるインターンシップに関する実態調査及び
意見交換

●地域でのキャリア教育に係る協力
●道内の児童生徒の学力向上に係る協力
●公開講座・研修会等による道との協働による事業推進

●ユニバーサルデザインによる新産業創出と人材育成のた
めの実践活動

●地域とともにある学校づくりへの参画

生涯スポーツに関する事項

教育文化に関する事項

人間性豊かな人材育成に関する事項

まちづくりに関する事項

北
海
道
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

包括連携協定の概要

教
育
学
科

●
初
等
教
育
コ
ー
ス
　

●
幼
児
教
育
コ
ー
ス
　

●
養
護
教
諭
コ
ー
ス
　
●
音
楽
コ
ー
ス

取
得
で
き
る
免
許
状
・
資
格

■
小
学
校
教
諭
一
種
免
許
状　

■
特
別
支
援
学
校
教

諭
一
種
免
許
状（
知
・
肢
・
病
）　

■
幼
稚
園
教
諭

一
種
免
許
状　

■
養
護
教
諭
一
種
免
許
状　

■
中
学

校
・
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
音
楽
）　

■
社

会
教
育
主
事
任
用
資
格　

■
保
育
士
資
格

教
育
文
化
学
部

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科

●
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

●
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
舞
台
ア
ー
ト
コ
ー
ス

取
得
で
き
る
資
格
・
検
定

■
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
士　

■
秘
書
士　

■
秘
書
検
定　

■
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
計
能
力
検
定　

■
ビ
ジ
ネ
ス

電
話
検
定　

■
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検

定　

■
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
色
彩
能
力
検
定　

■
カ

ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定　

■
パ
タ
ー
ン

メ
ー
キ
ン
グ
技
術
検
定

こ
ど
も
学
科

●
保
育
コ
ー
ス
　
●
音
楽
コ
ー
ス
　

●
教
育
コ
ー
ス

取
得
で
き
る
免
許
状
・
資
格
・
検
定

■
保
育
士
資
格　

■
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
状　

■
小
学
校
教
諭
二
種
免
許
状　

■
社
会
福
祉
主
事

任
用
資
格　

■
幼
児
体
育
指
導
者
検
定
二
級　

■

リ
ト
ミ
ッ
ク
指
導
資
格
一
・
二
級　

■
こ
ど
も
環

境
管
理
士
二
級 短

期
大
学
部

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科

取
得
で
き
る
資
格

■
精
神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格　

■
認

定
心
理
士　

■
福
祉
心
理
士　

■
社
会
福
祉
主
事

任
用
資
格　

■
社
会
教
育
主
事
任
用
資
格

芸
術
学
科

●
美
術
分
野
　
●
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
分
野

●
イ
ン
テ
リ
ア
建
築
分
野
　

●
服
飾
美
術
分
野
　
●
舞
台
芸
術
分
野

取
得
で
き
る
免
許
状
・
資
格

■
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
美
術
）　

■
学
芸
員
任
用
資
格　

■
社
会
教
育
主
事
任
用
資

格　

■
一
級
建
築
士
受
験
資
格（
実
務
経
験
4
年

受
験
）　

■
二
級
建
築
士
受
験
資
格（
実
務
経
験

0
年
受
験
）　

■
木
造
建
築
士
受
験
資
格（
実
務

経
験
0
年
受
験
）　

■
イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
必
要
実
務
経
験
年
数
短
縮
）

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

●
ス
ポ
ー
ツ
教
育
コ
ー
ス
　

●
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス
　

●
競
技
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス

取
得
で
き
る
免
許
状
・
資
格

■
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
保
健
体

育
）　

■
特
別
支
援
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
知
・

肢
・
病
）　

■
日
本
体
育
協
会
公
認
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ

ク
ト
レ
ー
ナ
ー
受
験
資
格（
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ナ
ー
コ
ー
ス
の
み
）　

■
健
康
運
動
指
導
士
受
験

資
格　

■
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

（
共
通
科
目
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
）　

■
社
会
教
育
主
事

任
用
資
格　

■
初
級
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

健
康
福
祉
学
科

取
得
で
き
る
資
格

■
社
会
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格　

■
介
護
福

祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格（
介
護
福
祉
士
養
成
課

程
登
録
者
の
み
）　

■
健
康
運
動
実
践
指
導
者
受

験
資
格　

■
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー 生

涯
ス
ポ
ー
ツ
学
部

人
間
福
祉
学
研
究
科
・
人
間
福
祉
学
専
攻 

人
間
福
祉
学
研
究
科
・
臨
床
心
理
学
専
攻

取
得
で
き
る
資
格

■
臨
床
心
理
士
受
験
資
格

生
涯
学
習
学
研
究
科
・
生
涯
学
習
学
専
攻

取
得
で
き
る
免
許
状
・
資
格

■
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
専
修
免
許
状　

 

■
特
別
支
援
学
校
教
諭
専
修
免
許
状（
知
・
肢
・
病
）　 

■
学
校
心
理
士
受
験
資
格

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
研
究
科
・ 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
専
攻

取
得
で
き
る
免
許
状

■ 

中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
専
修
免
許
状（
保
健
体
育
）

大　学　院

円グラフは関連学科の
就職率と就職先業種です
［過去3年間のデータ］

＊心理カウンセリング学科では教育職員免許状の取得はできません。

北翔大学オープンキャンパス2017

●予約なしの参加OK●無料送迎バス運行●学食グルメ体験●

11：00 〜15：3010：30 受付開始全日程

8/5 土
SAT

8/6 日
SUN

9/10 日
SUN

3/11 日
SUN

2018

合 格
●   第29回社会福祉士
  国家試験合格者  24名

（H28 年度卒 11 名／
過年度卒 13 名 ）

 
●   第19回精神保健福祉士
  国家試験合格者  5名
（H28 年度卒 3 名／
過年度卒 2 名 ）

採 用
●   教員採用者（H29.3.15 現）
  採用者数  138 名
　 小学校　60 名
　 中学校　27 名
　 高　校　20 名
　 特別支援学校　31 名



SHUKU-SUI-KAI （2）

日　　時 平成 29 年 9 月 30 日（土）
集合場所 9：00 札幌駅北口
 10：00 北翔大学　PAL 前
 （車でお越しの方はご連絡下さい）
［参加資格］ 淑萃会会員とその家族
参 加 費 3,000 円
 家族お一人 2,000 円
 ただし高校生は無料
申込〆切 8 月 30 日（水）

［申込み・お問合せ］
参加申込 淑萃会HPのお問合せ＆
 住所登録のページ又は
 QRコードより
電話・FAX 011-387-1019
E - m a i l shukusui@hokusho-u.ac.jp

出発

体験するもの？

見るもの？ 食べるもの？

どこへ行くかはお楽しみ♪

北翔大学
PAL

札幌駅 北口

集合 9：00

20：00着

19：00着

集合10：00

行
き
先
も
わ
か
ら
な
い
1
日
旅
行

も
ち
ろ
ん
目
的
は
同
窓
生
の
輪
を
広
げ

明
日
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
注
入
！

　　道央支部交流会開催初　　道央支部交流会開催初
毎年支部交流会が各地区で開催さ

れている
のに

道央支部会は開催されない
の？とさ

さやかれ
ていました

申込みはこの機関誌到着から先着順40名となりますのでお急ぎ下さい！！

申込みはこの機関誌到着から先着順40名となりますのでお急ぎ下さい！！

1 個 1,000 円＋送料 120円
お申込み・お問合せは
同窓会事務局まで

2
0
1
6
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
参
加
の

感
想
と
今
年
の
抱
負

教
育
学
科
初
等
コ
ー
ス　

高
橋
　
春
菜

約 12cm

“わた
あめ”北翔

大学
非公
認キャ

ラクター

北翔
大学
非公
認キャ

ラクター

北翔
大学
非公
認キャ

ラクター

背中の羽は
漢字の北を
表しています。

　

2
0
1
6
年
の
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
は
8
月
3
日
か
ら
5

日
間
岩
手
県
釜
石
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
一
昨
年
、
昨
年
と
2

年
参
加
し
、
昨
年
は
全
体
の
副
代
表
を
務
め
ま
し
た
。
3
年
目
の
今

年
は
サ
ー
ク
ル
の
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

　

震
災
か
ら
6
年
が
経
ち
、
被
災
地
の
現
状
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
2
年
前
は
か
さ
上
げ
工
事
を
し
て
い
た
街
も
今
は
新
し

く
住
宅
が
で
き
、
仮
設
住
宅
も
減
少
し
少
し
ず
つ
震
災
前
の
街
並
み

に
戻
っ
て
き
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

昨
年
私
た
ち
は
、
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
旅
館
を
経
営
す

る
宝
来
館
の
女
将
さ
ん
か
ら
「
津
波
に
よ
っ
て
日
常
を
壊
し
た
海
を

憎
み
遠
ざ
け
る
の
で
は
な
く
、
幼
い
頃
か
ら
あ
っ
た
釜
石
の
海
の
景

色
を
守
り
、
海
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
く
方
法
を
考
え
て
い
る
」
と

伺
い
ま
し
た
。「
危
険
を
遠
ざ
け
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
し
て

付
き
合
っ
て
い
く
か
」
な
ん
で
も
危

険
だ
か
ら
と
否
定
し
て
遠
ざ
け
が
ち

な
今
の
世
の
中
に
必
要
な
考
え
方
だ

と
思
い
ま
し
た
し
、
危
険
を
回
避
す

る
こ
と
ば
か
り
が
良
い
訳
で
は
な
い

と
学
び
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
学
べ
た
の
も
実
際
に
現
地
へ
行
っ

て
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
で
6
回
目
と
な
る
震
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
で
す
が
、
毎
年
被

災
地
へ
行
き
沢
山
の
事
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
の
は
同
窓
会
の
皆
様
の
ご

支
援
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

釜
石
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
、

こ
の
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
後
輩

へ
と
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
事
業
が
実
施
で
き
る

の
は
同
窓
会
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援

あ
っ
て
の
も
の
で
あ
り
、
参
加
者
の

1
人
と
し
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

売り上げ金は
学生支援ヘ

御協力下さい
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2018年平昌オリンピック出場決定（2大会連続）
女子アイスホッケー　最終予選1位

祝

2018 Winter  Olympic Games

2017年
冬季アジア大会で　

  金メダル獲得

祝

スキー モーグル フリースタイル
村田愛里咲さん

2013 年　生涯学習システム学部卒

 

　今年度も、8月に実施されます。毎年の事で
すが募集開始と同時に申し込みが殺到し、す
ぐ定員〆切になる事が多々ある様です。
　詳しくは、4月中旬頃からの大学ホームペー
ジ免許状更新講習ニュースをご覧下さい。

問い合せは
北翔大学 教職センター 
TEL 011-387-4082

北翔大学
免許状更新講習について 保育士資格取得特例講座の開催

北翔大学では特例対象者に
対して保育士資格の取得に
必要な科目の講座を今年度
も7月より開講します。今
年度の募集は終了しており
ますが、平成 31年度まで
開催予定です。詳細は大学ホームページの保育士資格
取得特例講座の開講をご覧下さい。

講習の様子

第5回
全日本車椅子ソフトボール選手権大会

同時開催　第 1回 日韓親善試合

恵
彩
会
展

O B 会 だ よりO B 会 だ よりO B 会 だ より

日本代表候補者
FW	 久保　英恵さん   2003 年　短期大学部卒
DF	 堀　　珠花さん   2015 年　スポーツ教育学科卒
FW	 藤本もえこさん   2016 年　スポーツ教育学科卒
FW	 森竹　留那さん   2015 年　スポーツ教育学科卒

森竹　留那さん藤本もえこさん堀　　珠花さん久保　英恵さん

北方圏学術情報センターPORTO
（札幌市中央区南1条西 22丁目）
大学構内アリーナ壁面、スポル内
に、懸垂幕掲揚しています。お近
くにお寄りの際はご覧下さい。

村田愛里咲さん

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会
50
周
年
記
念
行
事
実
施
報
告

「
第
29
回
多
年
草
展
」

●
日
時
：
2
0
1
7
年

　
　
　
　

8
月
31
日
㈭
〜
9
月
5
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
19
時
（
最
終
日
17
時
ま
で
）

●
場
所
：
道
新
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A
室

�

同
時
開
催

「
袴
田
睦
美
　
日
本
画
展
」

●
日
時
：
2
0
1
7
年

　
　
　
　

8
月
31
日
㈭
〜
9
月
5
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
19
時
（
最
終
日
17
時
ま
で
）

●
場
所
：
道
新
ギ
ャ
ラ
リ
ー
B
室

多
年
草

1期　武田恵美子さん　
「只今、復興中」

戸坂恵美子先生の作品

3期　木尾美恵子さん
　「佇

たたず
む」

●
平
成
28
年
3
月
設
立

 

会
員
21
名

●�

大
学
院
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
研

究
科
修
了
生
の
会

●�

研
修
会
の
開
催
、
親
睦
会
の

案
内
、
修
了
生
へ
の
サ
ポ
ー

ト
等
を
行
な
う

荒平　優樹　　鈴木　淳子　　戸ノ﨑聖子
今野　洋子　　黄川　伸子　　大川三智子
飛鷹　祥子　　小杉　直美　　北見支部会
根室支部会　　服飾美術学科 3期 Bクラス 一同
養教研修会　　代議員の皆様
� 敬称略とさせていただきました

平成 28 年度　寄付
H29・5・31 現在

　

昨
年　

在
ブ
ル
ガ
リ
ア
日
本
国
大
使
館
が
開
催
す
る

「
日
本
文
化
月
間
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
合
わ
せ
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
の
ル
セ
市
で
、
初
の
海
外
展
「
伝
統
を
受
け
つ
ぐ
現

代
日
本
の
美
術 

─
北
海
道
か
ら
の
発
信
─
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

北
海
道
の
作
家
11
名
（
内
7
名
が
多
年
草
会
員
）
の
日

本
画
を
中
心
と
し
た
展
覧
会
は
、
現
地
で
ル
セ
市
長
か
ら

祝
い
状
を
い
た
だ
き
、
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
材
さ
れ
る

な
ど
大
い
に
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
開
催
し
美
術
専
攻
の
学
生
を
始
め
一
般
の
方
に
も
参

加
頂
き
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
作
品
の
輸
送
も
問
題
な
く

済
み
、素
晴
ら
し
い
国
際
交
流
展
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、

ご
協
力
ご
支
援
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
の
お
か
げ
と
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

さ
っ
ぽ
ろ
ア
ー
ト
ビ
ー
ン
ズ

伴百合野先生　「環」

8期 井形弓子さん　貝合わせ
「北海道の花と鳥」（部分）

ブルガリア展示会

7期 伊藤洋子さん「桃の節句」

場所：�北海道立野幌総合運動公園駐車場�
江別市西野幌481番地

7 7金、8土、9日

　

北
翔
大
学
淑
萃
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
O 

B
会

は
50
周
年
を
記
念
し
て
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
に
対
す
る
補
助
事
業
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
回

り
に
ニ
オ
イ
ヒ
バ
27
本
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

50
周
年
記
念
同
窓
会
は
平
成
28
年
10
月
8
日

本
学
を
会
場
に
、
同
窓
会
長
を
は
じ
め
北
翔
大

学
副
学
長
・
各
学
部
長
、
同
窓
生
、
現
役
部
員

等
1
1
1
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
お

い
て
現
役
部
員
に
よ
る
試
合
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
卒
業
後

始
め
て
大
学
を
訪
れ
る
卒
業
生
も
少
な
く
な
く
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
変
化
に
驚
き
な
が
ら
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
へ
と
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
北
海
道

女
子
短
大
時
代
の
卒
業
生
は
男
子
部
員
の
存
在

や
ル
ー
ル
の
変
更
な
ど
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
楽

し
く
観
戦
し
て
い
ま
し
た
。
試
合
後
は
会
場
を

教
室
へ
移
し
て
記
念
式
典
・
記
念
講
演
を
開
催

し
ま
し
た
。
記
念
式
典
で
は
同
窓
会
長
・
北
翔

大
学
副
学
長
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
顧
問
の
畠
山

先
生
か
ら
50
年
の
歩
み
が
懐
か
し
い
思
い
出
と
共
に
語
ら
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
は
元
全
日
本
女

子
チ
ー
ム
監
督
で
、
現
在
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
で
初
の
地
域
密
着
型
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
チ
ー
ム

を
率
い
る
中
本
裕
二
監
督
を
講
師
に
テ
ニ
ス
の
話
題
に
と
ど
ま
ら
ず
共
感
で
き
る
生
き
方
の
お
話

に
会
場
は
大
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
P
A
L
5
階
に
お
い
て
親
睦
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
年
代
ご
と
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
懐
か
し
い
仲
間
と
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
最
後

に
は
、
会
の
進
行
役
を
務
め
た
山
田
さ
ん
（
昭
和
61
年
卒
）
の
美
し
く
力
強
い
エ
ー
ル
が
会
場
に

響
き
、
当
時
を
思
い
出
し
て
涙
ぐ
む
卒
業
生
も
…
…
、
仲
間
と
共
に
か
け
が
え
の
な
い
青
春
の
1

ペ
ー
ジ
を
共
有
で
き
た
す
ば
ら
し
い
時
間
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
記
念
行
事
実
施
に
当
た
り
、
同
窓
会
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を

頂
き
ま
し
た
。
学
生
と
卒
業
生
を
温
か
く
見
守
っ
て
下
さ
る
同
窓
会
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

北
翔
大
学
淑
萃
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
O 

B
会
代
表　

脇　

恭
子

第
26
回
恵
彩
会
作
品
展
6
月
に

開
催
し
ま
し
た
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学

研
究
科
Ｏ
Ｂ
会

新OB会

北翔大学
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第11回

学生表彰受賞者

今後のますますの活躍を期待します

　

平
成
二
十
六
年
九
月
創
立

五
十
周
年
の
お
祝
い
を
し
た

時
も
保
健
体
育
科
一
期
の
私

は
、
自
分
の
年
と
重
ね
合
わ

せ
、
母
校
の
歴
史
を
強
く
意

識
し
た
の
で
し
た
。

　

昨
年
十
月
、
部
活
最
古
の

歴
史
を
持
つ
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
の
同
窓
会
が
本
学
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
部

員
、
Ｏ
Ｂ
が
一
同
に
会
し
た

様
は
壮
観
で
し
た
。

　

そ
ん
な
後
輩
達
を
見
て
い
る

と
熱
い
も
の
が
込
み
上
げ
、
自

分
で
も
不
思
議
な
事
に
涙
を

こ
ら
え
る
の
に
必
死
で
し
た
。

　

参
加
し
て
く
れ
た
感
謝
の

気
持
ち
と
明
る
く
も
た
く
ま

し
く
人
生
を
や
っ
て
い
ま
す

感
一
杯
の
笑
顔
を
見
て
い
る

と
、
な
ぜ
か
創
立
者
の
顔
が

浮
か
び
、こ
の
地
に
大
学
（
短

大
）
を
開
設
し
、
ど
の
よ
う

な
教
育
を
目
指
し
た
の
か
の

答
え
が
今
、
目
の
前
に
あ
る

事
に
感
動
し
、
思
わ
ず
「
マ

マ
先
生
、
見
て
い
ま
す
か
」

と
心
で
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
集
い
の
折
、
感

じ
さ
せ
て
も
ら
う
事
な
の
で

す
が
、
今
の
学
生
達
は
私
達

が
い
た
だ
い
た
も
の
を
ち
ゃ

ん
と
貰
え
て
い
る
の
か
と
心

配
に
な
る
の
で
す
。
同
窓
会

の
存
続
意
義
が
あ
る
と
す
る

な
ら
、ま
さ
に
そ
こ
の
チ
ェ
ッ

ク
が
出
来
る
の
か
否
か
と
考

え
て
い
る
の
で
す
。

　

大
学
は
私
立
と
は
い
え
公

共
教
育
機
関
で
す
。

　

そ
こ
で
学
ぶ
学
生
の
た
め

に
存
在
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
本
学
に
も

「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
フ
ァ
ー
ス

ト
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

て
い
る
の
で
す
が
、
具
体
的

に
ど
の
事
業
が
そ
れ
を
指
し

て
い
る
の
か
不
明
瞭
な
所
が

あ
り
、
お
題
目
で
終
わ
っ
て

は
い
ま
せ
ん
か
と
言
い
た
い
。

　

か
つ
て
母
校
は
、
忌
ま
わ
し

い
不
祥
事
が
あ
っ
た
の
で
す
か

ら
、
再
び
誰
か
の
た
め
の
大
学

に
す
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
末
に
は
学
長
選
が

控
え
て
い
ま
す
。

　

三
万
人
の
目
で
し
っ
か
り

と
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

合
縁
奇
縁

● ● ● ● ●平成29年度 代議員会報告● ● ● ● ●

平成28年度一般会計決算・平成29年度予算

〈審議内容〉
1．H28 年度事業報告及び会計決算報告
2．H29 年度事業計画及び予算

3．その他

4月1日（土）開催

一般会計 （単位：円）

項目 28 年度決算 29 年度予算

収
入

会 費 収 入 23,127,688 23,000,000

雑 収 入 153,049 0

利 　 息 108 1,500

募 金 特 別 会 計 よ り 0 0

前 期 繰 越 収 支 差 額 6,932,985 9,878,016

収 入 合 計（ A ） 30,213,830 32,879,516

支
出

Ⅰ　大 学 支 援

大 　 学 3,690,721 5,000,000

学 　 生 3,968,822 4,000,000

Ⅱ　事 　 　 業

事 　 業 1,480,198 1,500,000

OB 会・OB 助 成 1,095,918 1,400,000

研 　 修 227,024 600,000

広 　 報 2,269,114 2,500,000

入 会 式 1,083,240 1,200,000

支 　 部 1,274,235 2,000,000

Ⅲ　管 　 　 理

会 　 議 234,513 400,000

慶 　 弔 193,728 300,000

印 　 刷 148,589 200,000

通 　 信 201,011 200,000

運 営・ 活 動 3,546,504 3,700,000

消 耗・ 雑 費 156,966 150,000

備 　 品 8,078 150,000

Ⅳ　予 　 　 備 0 1,000,000

Ⅴ　震 災 支 援 757,153 700,000

Ⅵ　積 立 金 － 3,000,000

支出合計（B） 20,335,814 28,000,000

次年度繰越収支差額
（A － B） 9,878,016 4,879,516

特別会計収支決算書・予算書
1．積立金 （単位：円）

項目 28 年度決算 29 年度予算

収
入

利 　 息 1,865 15,000

前 年 度 繰 越 金 60,832,637 60,834,502

一 般 会 計 か ら 3,000,000

収 入 合 計（ A ） 60,834,502 63,849,502

支
出 なし

2．募金（震災）
項目 28 年度決算

収
入

寄 付 金 3,120

雑 収 入 107,000

利 　 息 2

前 年 度 繰 越 金 302,528

収 入 合 計 （ A ） 412,650

支
出

支 出 合 計 （ B ） 0

次年度繰越収支差額
（A）－（B） 412,650

3．奨学金

項目 28 年度決算 29 年度予算

収
入

貸 与 者 返 済 1,925,400 2,782,943

雑 収 入 2,901 3,000

前 年 度 繰 越 金 23,239,898 24,292,423

収 入 合 計 （ A ） 25,168,199 27,078,366

支
出

奨 学 金 貸 与 850,000 3,460,000

雑 　 　 費 25,776 1,120

支 出 合 計 （ B ） 875,776 3,461,120

次 年 度 繰 越 金
（A）－（B） 24,292,423 23,617,246

4．スポーツ・文化振興会

項目 28 年度決算

収
入

利 　 息 6

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 59,713

収 入 合 計 （ A ） 59,719

支
出

支 出 合 計 （ B ） 0

次 年 度 繰 越 収 支 差 額
（A）－（B） 59,719

※ 29 年度　2．募金（震災）と 4．スポーツ・文化振興会を統合予定 釧路支部交流会
平成28年 9月 25日（日）

釧路センチェリーキャッスルホテル
開学から現在に至るまでの母校のDVDを

見ながら食事をしました。

帯広支部交流会
平成28年 10月 22日（土）ラ　リベラ
イタリア料理を食べながら、ゆっくり交流しました。

北見支部交流会
平成28年 8月 28日（日）遊牧民族にて
陶器絵付け体験＆食事会　素焼きの陶器に
オリジナルの絵を入れる体験をしました！！

みちのく南・みちのく北支部交流会
平成28年 10月 30日（日）

母校陸上部「杜の都駅伝」出場の応援隊＆食事会

根室支部交流会
平成28年 9月 24日（土）
中標津町総合文化会館

レザークラフトの作品作り＆食事会

関東支部交流会
平成28年 10月 1日（土）
横浜中華街「萬珍炉樓本店」

プチ講演会と広東料理や点心を食べながら
交流しました。

平成29年度　支部交流会開催予定
根 室 支 部 9月 16日（土） クラフトバンド作品作り

関 東 支 部 10月 9日（月・祝） 中国料理「桂花苑」にて
ランチ会とプチ講演会

帯 広 支 部 10月 21日（土） 内容未定
みちのく南
支 部 10月 全日本大学女子駅伝応援

と食事会
函 館 支 部 日程未定 健康セミナー

H29.6現在

淑萃会よりお米券を贈呈

　今年も第2大麻幼稚園入園の保護者を対象にした通園バッグ、
絵本バッグの製作会が終了しました。
　参加されたお母さん達の多くは、洋裁経験がほとんどない事
を不安に思っている様子でしたが、本大学の冨田玲子教授と大
信田信子准教授の指導により仕上げる事ができました。

　新しい保育実技室は、子どもの環境を考える部屋の作りになっ
ており、実際に子ども達と関わり、より現場に近い実践が出来
るのは、学生さん達にとっても貴重なことだと感じました！

～参加した方の感想～

・�マンツーマンでゆっくり教えて頂
いて助かりました。
・�託児もいろいろ遊ぶものが揃って
いて驚きました。
・�託児があってよかったです。

通園バッグ製作会
こんな作品ができたよ〜

次回はH30年 2月末予定

託児を担当した保育士は
� 同窓生でした。

平成21年卒　川崎さん

平成28年度も各地で

支部交流会が開催され
ました。

託児の様子

越智　一将さん 　 黒濟齋　知哉さん 　 佐々木拓人さん 　 山下　達成さん
芸術学科    北海道展示映像デザイン
  コンペティション最優秀賞
坂﨑　　凜さん
スポーツ教育学科    体操競技
福井　　涼さん
スポーツ教育学科    体操競技
是枝　　亮さん
生涯スポーツ学研究科    エアロビック競技
坂下　三冬さん
スポーツ教育学科    アイスホッケー競技

　2017年 1月に江別市観光協会では、江別の観光のイメージアッ
プとさらなる PRに繋げようと 11人の「えべつ観光特使」を任命
しました。その中の 2名が同窓生でしたので紹介します。

近藤智美
� さん

平成 21年
北翔大学
短期大学部卒
�
　在学中は体操競技部に所属し、
全日本学生選手権大会出場、国民
体育大会に出場する。
　2014 年Miss Tourism World 世
界大会グランプリ。
　現在は東京でモデル・キャス
ターとして活躍中。

橋本理花�
� さん

平成 25年
北翔大学
芸術メディア学科卒
�
　幼少期から音楽になれ親しみ
2012 年全日本クラシック音楽コン
クールオーボエ部門にて3位入賞。
　現在は江別市内外でのオーボエ
演奏をはじめ、楽器指導、ピアノ
伴奏を努めるなど活動は多岐に渡
る。

淑萃会の規約について

　H29 年度代議員会の席上、一部規約改正が行
なわれ、承認されましたので、ご報告致します。
　くわしい事は HP をご覧下さい。


